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精密イメージング ― ①　見えない世界を見る

研究内容について教えて下さい。

2011年 3月に事故を起こした福島第一原子力発電所
の対応作業にロボットを導入しようというプロジェク
トが現在進んでいます。しかし、施設内で作業するロ
ボットの前には「人間には見えるがコンピューターに
は見えにくい情報」という壁が立ちはだかります。そ
れは一体どのような情報なのか、どのようにしてこの
壁を乗り越えようとしているのか。ご自身もプロジェ
クトに参画し、画像処理技術を武器にこの課題に挑む
山下先生にお話を伺いました。

⾒えない情報
「⾒る」技術

山下 淳 准教授
精密工学専攻

図1　画像処理による視野明瞭化の例。異なるカメラで撮った複数枚の画像（左、中）の水滴のない部分を合成し、水滴のない画像（右）を作る

図 2　水滴の付いた画像（上）と3次元計
測の結果（中）から水滴の位置を推定（下）
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この研究で難しかった点はどこですか。

「福祉用ビジョンシステム」という研究
もされていますが、これはどのような研
究ですか。

最後に読者に向けてのメッセージをお願
いします。

（インタビュアー　本田　信吾）

図3　目の不自由な人のためのタッチパネル操作支援技術。押したいボタンをマイクで伝
えると、カメラが指先とボタンの位置関係を計算しヘッドホンからの音声で誘導してくれる
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精密イメージング ― ②　立体を再現する

先生の研究内容について教えて下さい。

なぜ、この研究に着手されたのですか。

苦労されたのはどのような点ですか。

今後の展望を聞かせて下さい。

最後に、読者へのメッセージがあればお
願いします。

（インタビュアー　岡　功）

鈴木 宏正 教授
東京大学先端科学技術研究センター

精密工学専攻

近年、3Ｄという言葉をよく耳にするようになりました。3Ｄ技
術は、ＣＧなどに留まらず、様々な形で産業にも応用されていま
す。今回は、3Ｄ技術をモノづくりに活かす研究をされている鈴
木先生にお話を伺いました。

実物をバーチャルへ
〜「3次元」画像をモノづくりに活かす〜

図1：現物の分析画像に
基づくリバースエンジニア
リング（RVS Eng.）の流れ

図2：立体の3次元スキャン画像（左）と、
ノイズ除去等の画像処理を行った画像 （右）
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精密イメージング ― ③　外科手術を変える

どんな研究をなさっていますか？

研究の背景および詳細について教えてく
ださい。

どんなところが難しいのでしょうか？

最後に読者へのメッセージをお願いします。

（インタビュアー　沼田　恵里）

様々な技術が開発され、多くの情報があふれるこの時代。技術と情報をいかに活用
できるかが今後の課題といえるでしょう。今回は、画像処理という技術に有益な情
報を盛り込んで可視化し、「医療」に応用する研究を紹介します。外科手術を変える
ための精密工学を研究されている佐久間先生にお話を伺いました。

⼿術⾰命！画像で＋α

図1　脳外科手術の蛍光染色
左が蛍光で検出している様子で、右が術中の画像。右写真で示
されているスケール1目盛りが1mmに対応する。

図2　術後解析
上）腫瘍サンプル
下）蛍光強度分布

図3　血管の可視化

佐久間 一郎 教授
精密工学専攻
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―サービス工学って、どんな分野ですか?

―どのような研究をされていますか?

―それって、「文系」ではないんですか?

―先生はなぜサービス研究者の道を選ん
だんですか?

（インタビュアー　木原　郁）

図：対話型の観光プラン作成シ
ステムCT-Planner

「横浜を 3時間くらいで回りた
い」「この博物館に行ってみた
い」といった利用者個々の嗜好
や制約に合わせて最適なプラン
を提案するシステム。利用者の
嗜好を右側の5軸で入力する
と、推薦ルートをマップ上に赤
で表示する。首都大学東京の観
光科学科と共同で開発を進めて
いる。

原
はら

 辰
たつ

徳
のり

 講師

精密工学専攻・人工物工学研究センターデジ
タル価値工学研究部門。専門はサービス工学・
システム工学・設計工学。「皆さんもやる価値
があると思ったことには積極的に飛び込んで
下さい。」

サービス工学と聞いて、どのような研究分野か想像で
きるでしょうか。今まで製造業を支えてきた工学です
が、新たなイノベーションの創出に向け、サービスを対
象とした研究が近年発展しています。今回は、その第
一線を定る原先生にお話を伺いました。
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絶妙バランス！ Tensegrity Structure

一見すると棒がまるで宙に浮いてるかのように
見える物体が展示してありました。これはテンセ
グリティと呼ばれる構造体で、よく見ると棒の端
が糸でつながれていることが分かります。この糸
にかかる張力が絶妙なバランスで釣り合い、棒同
士が触れることなく安定しています。机上で解く
力学の問題ならば理解できそうですが、現物とし
て見るとどこか不可思議な印象を受けます。

光る設計センス！

　　Handmade Air Hockey

ゲームセンタで見かけるエアホッケー
を本物さながらに手作りし、展示してあ
りました。会場では実際に遊ぶこともで
きました。アクリル天板にあけられた
3000個もの穴から、手作りの圧縮機を用
いて空気を流し込みパックを浮かせてい
ます。各所、手作りの工作でエアホッケー
を作り上げるための工夫がみられ、学生
たちの工学的な設計センスを感じます。

←掃除機を流用
した圧縮機を用
いて空気を流し
込んでいる

キーパーは精密機械！？ Robo-Soccer

ロボットとサッカーの対戦をすることが出来ます。ロボットは上部に備
えられたカメラを用い、ボールの青色・自身が操作するキーパーに付けら
れた赤いマーカーを認識することでボールとキーパーの位置を把握しま
す。そして、ボールがロボット側のゴールに入りそうになったと判断する
やいなやロボットはキーパーを操作し、ゴールを守ります。精密に制御さ
れたロボットからゴールを奪うのはなかなかの難易度です。

ロボットのカメラを拡大

ゴール

キーパー

錯覚のメッセージ！？ LED Mini 4WD

ミニ四駆の後部に LEDが横一列に装着してあります。これらの
LEDはとあるパターンで点滅しています。そこでミニ四駆が走ってい
るところを視線を動かさずにじっと見てみると、「精密工学」の文字
が浮かび上がってきました。これは、目の錯覚の一つ、残像効果を応
用しているのです。「子供の頃には思いもよらない改造」という触れ
込みを裏切らない、メカトロニクスを学んだ学生ならではの発想です。

走り出すと・・・？

精密 WORLD !
～精密工学科　五月祭学生企画展示取材～

　五月祭で行われた精密工学科学生企画「精密
WORLD!」の取材へと行ってきました。この企画は、
精密工学科の3年生が授業などから得た知識・経験
を活かし、毎年とてもユニークな作品を手掛け展示
しています。それでは、今年の4つの展示をそれぞ
れ簡単に紹介していきます。

（レポータ―　逢澤　正憲）
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@UTtime
Follow me

Twitter、Facebookでも情報を配信しています。

編集後記

Ttime! 48号は技術経8月号精密工学科特集、皆さん楽しんでいただけたでしょうか？記事の
中で先生方も語っているように、研究対象の幅広さ、これが精密工学科の他学科には無い最大
の魅力であり、編集側としてはもっとも苦心した点でもあります。精密なことばかりやってい
るわけではないんですよね。取材側としては、ロボットからサービス工学まで、幅広く研究を
伝える記事を目指しました。途中には、ミニ四駆世代の心をくすぐるロマンに溢れた五月祭企
画もはさみ、内容的には盛りだくさんの冊子になったかと思います。今回の特集を通して読者
の皆さんにはそうした精密の宇宙（WORLD）を感じてもらいたいですね。（松浦　慧介）

表紙作成（柳本）

タテのカギ
１．工学の基礎的な最適化問題は○○セールスマン問題
２．カメラ○○○○○○○○○という技術を使うと、カメラの位置特

性を補正できる
３．精密 WORLD!で、エアホッケーのパックを浮かせるために掃除機

を用いて作られたもの
４．原先生が21世紀のイノベーションの中心であると考えているもの
５．一見すると棒がまるで宙に浮いているかのように見える構造体
６．精密 WORLD!では、○○○○に LED を装着することで「精密工

学」の文字を浮かび上がらせることに成功！

ヨコのカギ
７．佐久間先生の研究の一つのキーワードであり、内視鏡手術をする

ことで実現できるもの
８．鈴木先生は○○○○や CT で得られたデータを応用するための画

像処理の研究を行っている
９．心臓の手術で、脂肪に隠れた血管を見るために入れるもの
10．現物を解析してその設計図を起こし、改良設計、寸法計測、性能

予測などを行うこと
11．研究室配属された際、原先生が研究を進めれば自分がなれると

思ったもの
12．山下先生は目の不自由な人でも○○○○○○を操作できるような

技術を開発した

CROSS WORD 問題
記事を読んで、枠の中を埋めてみてください。色のついた部分を並べると…？

ブログはこちらから
http://d.hatena.ne.jp/ttime/

WebでTtime!が読めます！

工学部広報誌Ttime!

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/t-pr/ttime/
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